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NTTラーニングシステムズの
最近の取組より

学校のICT化について
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本日の説明

１）NTTラーニングシステムズ㈱のご紹介

２）学校のICT化について －最近の取組より－
・GIGAスクール構想
・自治体での取組
・文部科学省事業での取組
・総務省実証事業での取組
・内閣府事業での取組

３）学校ICT化によるレジリエンス化の事例
・１人１台環境がもたらす学びの変容
・Zoomを利用したオンライン授業
・VRを利用した取組

４）今後の学校ICT化（デジタル化）について

2



3

１）NTTラーニングシステムズ（株）のご紹介

高品質の映像コンテンツや
Webシステムの制作技術を生
かし、お客様の伝えたいこと
を形に。 eラーニングなどの
学習コンテンツを提供。

政府実証や大学との連携
から得た知見をもとに、
学校教育のICT利活用支
援や語学習得支援のため
のサービスを提供。

「ヒト」という経営資源面から、
コンサルティング、企業向け研
修等を通じて企業の人材戦略上
の課題を解決。



政府系の実証研究や大学との連携研究における経験と実績をベースとして、
政府系実証事業・コンサルティング事業・教育ICT支援サービスを提供し
ています。

政府系実証研究

文部科学省／総務省等による
教育のICT化に関する実証実験、

調査研究への参画

教育ICT支援サービス
•教員研修
•ICT支援員派遣サービス
•端末補償サービス
•遠隔支援員（ヘルプデスク）
サービス

コンサルティング事業
•情報化整備計画策定
•教育情報セキュリティポリ
シー策定
•教育ICT利活用に関する
効果測定調査

【ご参考】学校教育・研修ソリューション
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政府系実証研究への参画実績

• 学校現場における
ICT環境のあるべき姿
の研究

• 教育へのICT活用に
関する成果測定

• ICTを活用した授業
のモデルカリキュラム

情報セキュリティ
• 自治体を参考にした教育セキュリ
ティポリシーガイドラインの策定を
支援

• クラウド活用に対応した現行化

教員のICT活用研修
①推進普及マネジメント
②研修計画策定/実施
③ICT活用デモ
④教育情報化概論
⑤教育情報化トレンド

⑥先進・優良事例
⑦授業ICT活用ポイント
⑧スキルアップに向けた心構え
⑨ICT活用授業設計
⑩授業設計ワークショップ

リーダー養成、校内研修の2領域・10モジュールを開発

ICTを活用した教育の推進に資する実証事業（平成26年度）

文部科学省
委託事業

H26

【ご参考】先進的な取り組み
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児童一人一台
タブレットの活用



２）学校のICT化について 文部科学省：GIGAスクール構想（方向性）

6※文部科学省・GIGAスクール構想より引用



教師・児童生徒の力を最大限に引き出す

児童生徒の学びの保障

＜ハード＞

文科省は他省庁と協力しつつ、資金面・ノウハウ面で自治体等ICT環境整備を支援

7※文部科学省・GIGAスクール構想より引用

２）学校のICT化について 文部科学省：GIGAスクール構想の内容

児童生徒１人１台コンピュータ 高速大容量の通信ネットワーク

家庭学習用モバイルルータ環境

＜ソフト＞

【新学習指導要領全面実施に合わせ】
• 良質なデジタルコンテンツの活用
• 教科ごとのICTを効果的に活用した
学習活動の例を提示

• 先端技術を活用した実証

＜指導体制＞

• 指導者養成研修の実施（(独)教職員
支援機構による）

• ICT活用教育アドバイザー
• ICT支援員など、多様な外部人材の
活用促進



２）学校のICT化について GIGAスクールが構想された理由（私見）

ICT活用による教員の働き方改革

＝子供に向き合うゆとりの増加

一
人
一
Ｉ
Ｄ
環
境
に
よ
る
学
習
活
動

対面を基本としつつ子供へのさまざまな
支援手段によりレジリエンスな学校を実現
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教材研究、カリキュラム検討

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
：
１
人
１
台
環
境

小中：GIGAスクール
補助金

高大：BYOD等

スタディログ分析
学びの可視化
・蓄積
（ｽﾀﾃﾞｨﾛｸﾞ）

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
や
創
造
性
を
育
む
学
び

教員の指導や子供
の学習支援に活用

ICTの活用



２）学校のICT化について－最近の取組より－

※港区学校情報化アクションプランより引用

①自治体での取組事例 【東京都港区】
・タブレットPCや電子黒板の導入を2013年度から実施
・今年度は各学校に対し、１人１台 iPadタブレットを導入
・ドリル教材や授業支援ソフトも導入し、持ち帰り家庭学習も充実させる予定
●NTTLSの取組
・学校情報化アクションプラン作成（2018年度～2020年度）
・ICT支援員導入、教員向けICT利活用研修（2014年度～ 継続中）
⇒機器の導入で終わることなく、効果的な活用計画や人的な支援を実施
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GIGAスクール

ICTを活用した
カリキュラム
の研究・授業
の実践



２）学校のICT化について

10※文部科学省・GIGAスクール構想より引用

（参考）GIGAスクール構想での１人１台環境の変容イメージ



③文部科学省事業・弊社取組
・情報モラル推進事業（平成29年～令和元年）
全国4箇所で情報モラル教育指導者セミナーを開催。情報モラル教育に関する児童生徒

向け啓発用リーフレットを作成、全国の小学校6年生及び全ての小中学校へ配布。情報モ
ラル教育教員向け指導資料の改訂版を作成。
他、
－デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究事業（令和元年度）
－小学校プログラミング教育促進関連事業（平成30年～令和元年度）

２）学校のICT化について－最近の取組事例より－

（昨年度成果物）
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※文部科学省情報モラル推進事業ホームページより引用

⇒NTTLSの取組：上記事業の主たる事業者

ICTを活用した
カリキュラム
の研究・授業
の実践



④総務省事業における弊社取組

２）学校のICT化について－最近の取組事例より－
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⇒NTTLS社の取組：プロジェクトマネジメント及び事務局、技術仕様の策定

※総務省スマートスクール・プラットフォーム実証事業より引用

学びの可視化・蓄積



（参考）スマートスクール・プラットフォーム実証
校務系システムの情報と学習系システムの情報を一覧表示

２）学校のICT化について－最近の取組事例より－

※総務省スマートスクールプラットフォーム実証事業・大阪市成果報告より引用 13

学びの可視化・蓄積



２）学校のICT化について－最近の取組事例より－

14※総務省次世代学校ICT環境の整備に向けた実証・事例集（徳島県実証）より引用

Wi-Fi機器の一元管理

音声データ解析による状況把握

（参考）次世代学校ICT環境の整備に向けた実証
徳島県での実証
＜コスト削減＞
・Wi-Fi一元管理
・eラーニングによる教員研修

＜先端技術＞
・音声データ解析による状況把握

④総務省事業における弊社取組



⑤内閣府事業

２）学校のICT化について－最近の取組事例より－

戦略的イノベーション創造プログラム「エビデンスに基づいたテーラーメイド教育の研究」
校務・学習・生体データ等の子どもの学びに関するデータ（スタディ・ログ）を収集・蓄積・分析し、
学習認知科学・人工知能・情報基盤技術を有機的に統合したペダゴジカル情報プラットフォームを研究
開発することで、エキスパート教師の経験や教育スキルをAI技術でいつでもどこでも再現可能とし、エ
ビデンスに基づき学習者の特性に合わせたテーラーメイド教育を実現することを目的としています。

15⇒NTTLS社の取組：検証・学習ログデータの扱いガイドライン案作成

スタディログ
分析による

指導・学習支援



①Zoomを利用したオンライン授業

３）学校ICT化によるレジリエンス化の事例
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・授業パターン
①子どもとのつながりをつくる
②課題提示→一人で取り組む→途中
段階で提出→友達の考えを見ながら
自分の考えをアップデート→
振り返り

・画面上で即時やり取りできるように
紙とペンを用意

・集中力を続かせるため授業は２０分～
３０分程度

・グループディスカッションなども
Web会議ツールで実施

・心理的不安を減らすため、自由に雑談
できる場も準備

■私立小学校での実践例 ■授業の進め方（小学校２年生）

新型コロナウイルス感染症の拡大を予防するための全国全ての小学校、中学校、高校、特別
支援学校への臨時休校（臨時休業）要請により、ドリルプリントなどで自宅学習を行ったり、
YouTubeなどによる動画配信、ICT機器が準備できている学校や家庭ではオンライン授業等へ
の転換が全国各地で行われている。授業が再開したコロナ禍においても、非常時に備えて通常
時でもオンライン授業を行う学校が各地でみられました。不登校の生徒においては、心理的な
負担が減ったなどの効果も見受けれたという報告が、各地からあがっている。

（普段の授業をオンライン化することでなく）
・漢字の書き順をタッチペンを使う
・計算式解説や時計の見方など、画面共有で
・田植えの勉強のため、教員が現地に訪問し、
トラクターなどを解説。Youtubeでも、
様子を配信 など

レジリエンスな学校



３）学校ICT化によるレジリエンス化の事例
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②VRを利用した取組

MograVR(https://www.moguravr.com/)記事より引用

実際に行けない場所や経験・体験できないことをVR（仮想現実）によって、学習する取
組が増えている。VR機器の低価格化や360度カメラの多機種販売なども後押し、簡単に
VR画像が作れたり、YouTube VRなどの動画サイトが提供されていることで、簡単に映像
が見れるようになった。南極、深海、宇宙や、恐竜時代、旅行体験、工場見学など、さま
ざまな体験・学習コンテンツが手軽に見れ、ネットワークの高速化・大容量化により、離
島や地方などで専門家がいなくてもいろいろな体験や経験ができると、利用が進んでいる。

■コンテンツ例
－震災の体験
－交通事故の危険性体験
－理科の授業（昆虫身体の仕組み）

レジリエンスな学校

https://www.moguravr.com/


４）今後の学校ICT化（デジタル化）について（私見）
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スタディログ
の蓄積・活用

１人１台ＰＣを
活用した学習活動

効果的に学ぶ
方法や学びの
成果の気づき

効果的な教材
の開発

多面的で公正
な評価

効果的な学習
支援の気づき

情報活用能力
の向上

学習者
（個人）

指導者
（教員）

支援者
（業者等）

情報活用の基盤となる知識・態度
がますます重要になる時代

期待される変化 ＩＣＴを活用した学びの蓄積により．．．
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